










要約:本研究班は,川崎病のトータルケアーの確立のため,まず全国の小・中学校における川

崎病の既往をもつ児童・生徒の管理の実態を把握すると共に,第 11 回の全国実態調査と川

崎病罹患児の追跡調査を開始し本症既往児の span of life を長期的視点から調査した。そ

の他,ガンマグロブリン療法の諸問題,冠動脈病変残存例と正常例での長期予後の予測因子

など,更に,川崎病の病因ならびに発症機序の追求など,本報告書には川崎病のトータルケ

アの基礎的ならびに応用のデータが盛り込まれている。 


